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自動車デザインにおける普遍性と新規性
Universality and novelty in the field of car design
吉村　等
デザイン学部生産造形学科
Hitoshi YOSHIMURA
Faculty of Design, Department of Industrial Design
　自動車デザインの進化を歴史、文化、環境の視点で分析し、変化しない本質と状況によって変化する価値観の背景を定義、将来のモノ
創りへの参考とする。
　Analyze the evolution of car design from the perspective of history, culture, and environment. Define the background of the nature of 
things remains unchanged and people's sense of value varying with situation. Use it as a reference for our future manufacturing.
はじめに
　18 世紀後半から 19 世紀にかけてイギリスで起こっ
た産業革命は、その後の技術や文化にとっての大きな転
換点となり、特にエネルギーを直接の動力として使用す
る移動機器に著しい影響を与えた。中でも日常生活に密
着する自動車は人々の生活の足として驚くべき発達を遂
げ、今日の社会にとって無くてはならない存在になって
いる。ここでは技術革新や社会変化に伴う自動車デザイ
ンの推移を追い、エポックメイキングな製品の背景にあ
る地域、文化、技術、社会等を紹介しつつ「変わらない
本質」や「変化する価値観」について考えていきたい。
目次
1．歴史に見る価値観変化
1．（1）歴史から読み取る自動車進化の要点Ⅰ
1．（2）歴史から読み取る自動車進化の要点Ⅱ
2．自動車の普遍価値
2．（1）普遍価値とスタイリングの変遷
3．変化する自動車価値観
3．（1）コンクール・ド・エレガンスの花
3．（2）クライスラー・エアフローとトヨダ AA 型
3．（3）テールフィンの時代
3．（4）北米の環境
3．（4）①アメリカ車
3．（4）②カリフォルニアに於ける車体色の発色
3．（5）ヨーロッパの環境
3．（5）①ヨーロッパ車
3．（6）日本の環境
3．（6）①日本車
4．アート／デザインの視点から見た自動車
4．（1）プロダクトデザイナーによる自動車デザイン 
　　　　提案
4．（2）MOMA コレクション
4．（3）G マーク大賞
4．（4）JAPAN CAR 展
5．研究の背景とまとめ
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年表から読み取る主なポイント
• 産業革命（エネルギー革命）が自動車等の工業生産や、工芸／アートに於ける新たな動きを共時的に引き起こした。
• 日本においては徳川幕府 265 年に及ぶ鎖国政策によって産業革命の時期を西欧諸国と共有することが出来なかっ
た。日本に於ける産業革命は明治維新以後の海外からの導入技術／文化として認識されており、自動車産業の本格
的なスタートは第二次世界大戦終了後となる。
• 芸術、工芸の分野においても、産業革命は表現様式の変化を引き起こし、デザインという新たなジャンルがスター
トするきっかけとなった。
• 自動車発達については以下 2 点が大きな要素となっている。
1．動力の発明と進化
• 蒸気動力→キュニョー・キャリッジの開発（1769）
• 内燃機関→ベンツ・パテントワーゲン（1886）
• 電力エネルギー→トヨタ・プリウスの成功（1997）
2．大衆化による普及
• フォードシステムによる T 型フォード量産（1908）
• 大衆車の開発と市場価値観の多様化（第二次世界大戦前後）
1．歴史に見る価値観変化
＊デジタル年表には要点となる事項やカタログを検索する機能を持たせた。
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1．（1）　歴史から読み取る自動車進化の要点Ⅰ
　　　　　（新技術の発見）
キュニョー・キャリッジ
ベンツ・パテントワーゲン
T 型フォード生産ライン
　自動車を含む移動機器の誕生と発達の歴史は、18 世
紀半ばにイギリスで起こった産業革命を抜きに語ること
は出来ない。ジェームス・ワットによる蒸気機関の改良
（1769 年）と同年、蒸気船や鉄道に先んじてフランス
で開発された「キュニョーの砲車」は、蒸気動力が乗り
物に応用された最初の例であり、その後の自動車の大き
な発達を象徴している。
　西欧に於ける本格的な自動車発達の歴史は、ニコラス・
オットーの発明（1876 年）による内燃機関を応用し
て 1886 年に登場するベンツ・パテントワーゲンから
始まった。同年、同様のガソリンエンジン車を作ったダ
イムラーとは競合関係となったが、後に合併し、ダイム
ラーベンツ社となった。このことはパテント取得の大切
さを今に伝えるエピソードである。
　自動車の発展は大衆化によるところが大きいが、ヘン
リー・フォードはベルトコンベア式の大量生産によって
T 型フォードを量産、自動車の利便さを多くのユーザー
に提供する先駆けとなった（1908 年）。この量産シス
テムはフォード・システムと呼ばれ、自動車以外の製品
生産にも広く採用され、生産効率の向上と、コストダウ
ンを実現した。これも自動車の発明同様、産業革命とい
うエネルギー革命があったからこその成果であろう。
1．（2）歴史から読み取る自動車進化の要点Ⅱ
　　　　（価値観変化への対応と多様化）
　設計者フェルディナンド・ポルシェは、大衆の足とし
て世界中で親しまれたフォルクスワーゲン・タイプⅠ
（ビートル）とスポーツカーの代表ポルシェ 356 とい
う「自動車の根源的価値」をふまえた 2 つの貴重な製
品を生み出した。
　自動車発達の歴史から推測できるクルマの普遍的価値
は、「ヒトとモノの自由な移動」と「自ら操縦すること
による爽快な走行感」にあると定義できる。一方で、時代、
地域、技術、文化等の違いを背景とした「変化する価値」
を調査、研究することにも大きな意味がある。1950
年代に米国で流行したテールフィンは「変化する価値観」
の代表例であろう。
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2．自動車の普遍価値
　「自由な移動／搬送」「走る楽しさ」という 2 つの普
遍的な価値観は、多くのブランドやカテゴリーの中で長
年にわたって引き継がれてきた。
2．（1）普遍価値とスタイリングの変遷
　　　　（ポルシェ・VW の例）
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3．変化する自動車価値観
・「アールデコ」の自動車への影響
　第一次世界大戦（1914―1918）終了後のアメリ
カ合衆国における社会変動はヨーロッパに広がり、「狂
乱の 20 年代」（ローリング・トゥエンティーズ）と呼
ばれる経済的繁栄の時代を迎えた。当時「パリ万国装飾
美術博覧会」（1925）に始まる「アール・デコ」の装
飾美術様式は、新たな工業製品や近代的な都市生活様式
への価値観の高まりを背景に自動車のデザインや装飾に
も大きな影響を与えた。
・技術革新を象徴した自動車スタイリング
＊ストリームラインモダン
「アール・デコ」の動きはアメリカ合衆国において
富裕層の多く生活するマイアミを中心に「ストリー
ムラインモダン」と呼ばれる様式を生み、多くの建
築やプロダクトに表現された。あくまで様式として
の流線型デザインは時代の流行となり、デザインが
流行として消費される時代の幕開けとなった。
＊テールフィン
第二次世界大戦（1941―1945）終了後のアメリ
カ合衆国に於ける繁栄した社会背景の中で、ジェネ
ラルモータース（GM）デザイン部門のハリ ・ーアー
ルは航空機の尾翼にヒントを得たと言われる「テー
ルフィン」を考案、1949 年型キャデラックに採
用し 1950 年代の日本車や欧州車にも影響を与え
た。
・地域／環境によって変化する自動車デザイン
　生産される地域や使用される環境、そこに生活する
ユーザーの価値観によって自動車のデザインや機能には
様々な違いが見られる。気温や湿度等の自然条件に加え
て人口密度や歴史的な背景の差が住環境や交通インフラ
の違いを生み、多様な自動車デザインを生み出している。
3．（1）コンクール・ド・エレガンスの花
　　　　ドライエ 165（1938）
　第一次世界大戦の終わった 1920 年代、パリ郊外の
ブローニュの森で「コンクール・ド・エレガンス」が開
催されるようになり、ドライエ社の車は「コンクールの
花」として君臨した。第二次世界大戦を目前にした徒花
とも言うべき存在であり、世界大恐慌を通して没落して
行った多くの富裕層とともに市場を失っていった。
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3．（2）クライスラーエアフロー（1934）と
　　　　トヨダ AA 型（1937）
　流線型デザインは、アメリカ合衆国に於いては「アー
ルデコ」から派生した「ストリームラインモダン」と呼
ばれる様式美として様々のプロダクトに表現された。
1934 年に発表されたクライスラー・エアフローは「ス
トリームラインモダン」の様式を車のデザインに表現し
た代表的な例であり、1936 年に発表されたトヨダ AA
型のデザインに強い影響を与えた。
　トヨタ（当時はトヨダ）初の量産乗用車である AA 型
は当時日本でのノックダウン生産が行われていたフォー
ドやシボレーなどのアメリカ車を参考とした為、インチ
規格での設計となった。流線型のボデーはクライスラー
エアフローを強く意識したものである。
3．（3）「テールフィン」の流行（1950 年代）
　ジェネラルモータース（GM）デザイン部門のハリ ・ー
アールが航空機の垂直尾翼にヒントを得て提案したと言
われる「テールフィン」は 1950 年代の大流行となった。
米国の代表的戦闘機の一つであり戦勝のシンボルでもあ
るロッキード P38 戦闘機の垂直尾翼を連想させるデザ
インが、戦勝国アメリカの誇りを表現するものとして多
いに受け入れられたことは十分に想像できる。
　しかし 1960 年代に入ると「テールフィン」は急激
に魅力を失い 1965 年までには消滅していく。「テール
フィン」の物語は、購買層の世代交代に伴う価値観の変
化が、商品価値に強い影響を及ぼす代表例と言える。
ロッキード P38 戦闘機　　　　　クライスラー 300F（1960）
3．（4）北米の環境
　多様な地理、気候が分布する北米大陸の中には、その
広大な自然と共存する都市インフラや交通網が発達して
いる。加えてヨーロッパからの移住以来、長い期間にわ
たって厳しい自然環境に立ち向かってきた開拓者の歴史
が、米国人固有のメンタリティーを生み出しているのか
もしれない。
 アメリカ合衆国フリーウエー網
3．（4）①アメリカ車
• 存在感のある形と印象的なテーマ（おおらかさ、自然
環境に埋もれない力強さ）
• 代表車種　:　ピックアップトラック
 　FORD F100（1953） 　　　  DODGE RUM（2008） 
　　PRIMS ROADRNNER（1971）  　 CHEVROLET CAMARO（2009）
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3．（4）②カリフォルニアに於ける車体色の発色
　全ての色彩は、地球上に
降り注ぐ太陽光の分散スペ
クトルが生み出しており、
赤道を中心とした緯度変化
による太陽光の入射角変化
や地域ごとの気候、高度等
の変化によって地域ごとの
色彩を生み出している。米
国カリフォルニアに於いて
は、好天時の赤い車体色が
鮮やかなピンク系に発色
する。" 太陽光が大気中で
散 乱 す る 際、 光 の「 明 る
さ」のピークは紫の波長領
域にある "（「青の物理学」
Peter Pesic 著）との考え
に立てば、カリフォルニア
のクリアーで乾燥した大気
が普段は認識しにくい紫の
スペクトルを強調してみせるのかもしれない。
3．（5）ヨーロッパの環境
　ヨーロッパは自動車誕生
の地であり、その成長を育
んできた長い歴史がある。
　国ごとの個性が長い時間
をかけて影響しあい、技術
力や芸術性に富む優れたク
ルマ達を生み出してきた。
　同時にアウトバーンなど
の高速道路網も発達し、ク
ルマ本来の走行性能を発揮
させる環境も整っている。
　気候や住環境の視点に立
つと、日照時間が少なく、
古くからの石造建築が多い
環境にあって、それらに負
けない存在感の強い造形が
ヨーロッパ車のデザインの
特徴になっている。
ドイツのアウトバーン網
3．（5）①ヨーロッパ車
• 存在感のある形（石造り建築による環境、日照の少な
い天候が背景。）
• 高速移動を重視する価値観（高速道路の充実が背景。）
• 代表車種：ツアラー（スポーツカー、スポーツセダン
＆ワゴン）
BMW2002Tourng（1968）　PORSCHE PANAMERA（2009）
BMW 507（1956） 　　　　 PORSCHE 911（2011）
3．（6）日本の環境
　日本に於ける自動車産業の歴
史が実質的に立ち上がったのは
第二次世界大戦終戦以降であ
り、ヨーロッパ産業革命を起点
に発達した西欧の自動車の歴史
からは時間的に大きな開きがあ
るが、急速な技術力の向上や柔
軟な価値観を生かして日本独自
の商品性を育ててきた。
　技術力の高さは優れた性能と
信頼性に繋がり、変化に富む気
候風土や自然環境は、穏やかで
ヒトへの配慮に富んだデザインを生んだ。平地の少ない
土地柄を背景に、コンパクトで環境負荷の少ないクルマ
造りが特徴。
京都　　　　　　　　　　　　 　吉野
由比
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3．（6）①　日本車
• Hi-Tech イメージデザイ
ン（日本の先端技術、ハイ
ブリッド車）
• 柔軟性あるデザイン表現
（自動車歴史の短さからく
る柔軟な価値観）
• 代表車種：コンパクトカー、　
軽自動車（道幅、住環境の
狭さ）
トヨタ・プリウス　　　　　　　スズキ・ワゴン R
4．アート／デザインの視点から見た自動車
4．（1）プロダクトデザイナーによる提案
　著書「口紅から機関車まで」の文字通り、多種に渡る
プロダクトデザインを手がけたレイモンド・ローウィは、
スチュードベーカー社最後の新型車である「AVANTI」
のデザインを担当、美しく先進的なデザインと優れた性
能で注目を集めたが、FRP（ガラス繊維強化プラスチッ
ク）ボデーの生産体制が整わず商業的には失敗作となっ
た。
　イタリアのインダストリアルデザイナー、マリオ・ベ
リーニは 1972 年、Citroën 社と Pirelli 社のサポート
を得たプロトタイプを作成、MOMA（ニューヨーク近
代美術館）が主催するショーで紹介された。
　クルマと住居的なスペースの組み合わせは、建築／プ
ロダクトデザイナーならではのユニークな視点。
4．（2）MOMA コレクション
　ニューヨーク近代美術館（MOMA）では独自の視点
でエポックメイキングな自動車デザインの収集／展示を
行っている。
• チシタリア（1948 年）：世界初のフラッシュサイド
ボデーを採用。
• スマート（1997 年）：最小パッケージで魅力あるス
タイルを表現。
• フェラーリ F1（1992 年）：最速のクルマの為のデ
ザイン。
• JEEP ウイリス（1941 年）：米国の勝利に貢献した
デザイン。　等
4．（3）・G マーク大賞
　日本デザイン振興会が選定する G マーク大賞の自動
車第一号は 1984 年ホンダシビック（ワンダーシビッ
クと呼ばれた二世代目）だった。その後日産・シルビア
（1988 年）、ボルボ・エステート（1994 年）と続き、
その後は 2003 年のトヨタ・プリウスを皮切りに三菱・
i-MiEV（2006 年）、トヨタ・IQ（2008 年）と環境
指向の強いクルマが続く。
QUATTRORUOTE 誌に
紹介される日産キューブ
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4．（4）JAPAN CAR 展
　坂茂・原研哉・隈研吾・三宅理一らの呼びかけで立ち
上がった DESIGN PLATFORM JAPAN は、デザイン
ミュージアムの新たな姿を提示するというコンセプトの
もと、第一回目の企画展を 2008 年にパリ、ロンドン
で開催、テーマを自動車に置いて日本独自の文化や環境
を背景としたデザインとテクノロジーの独自性をアピー
ルした。
5．研究の背景とまとめ
　21 世紀に入り、スズキでは世界に展開するグロー
バルカーの開発をシンクロさせながら、自らのブラン
ドアイデンティティーへの模索を進めていった。各方
面への調査／検証を進め、ブランド表現のあり方やエ
ンブレム意匠の確立に至る中で、顧客との信頼関係
を可視化する為の図式を以下のように定め「70% の
UNIVERSALITY（普遍性）と 30% の CREATIVITY（新
規性）」をデザインフィロソフィーとして策定した。
　今回の研究はこの活動を再度検証するため行ってきた
が、あらためて「普遍性」と「新規性」が織りなす価値
の広がりを認識した。
　「普遍性」を意識することの大切さは勿論、「新規性」
が商品に新たな経験や感動を与える為の欠かせない要素
であり、それを的確に見出し表現することの意味の大き
さを再認識した。
　過去から多様な価値観を提案してきた自動車デザイン
だが、既にデザインを次々と消費する時代は遠く過ぎ去
り、デザインの持続性が語られるようになって久しい。
新鮮な経験を求められるのはデザインの常だが、陳腐化
することのない物語や、見飽きることのない美しさを表
現することで、「新規性」を「何人も認める普遍性」に
高めていく努力が求められている。
スズキ株式会社における商品価値定義
　　　　企業スローガン　　　　　 デザイン・フィロソフィー
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